地域密着型サービス運営推進会議記録（第102回）
	施設名
	グループホーム合歓の木

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和8年2月24日　　　

	会場
	富士医院1F事務所内　13：00～13：30

	参加者
	利用者代表
	
1人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	　0人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	3人



	報告事項
	入居者　17名（男性4名　　女性13名）
平均年齢　　82.8歳　　平均介護度　3.05
介護職員　9名（看護師介護職兼任1名　ケアマネ1名　介護職員8名）

	
	

	議題
	●外部評価後の課題報告でのご意見とアドバイス
地域とのつながり・・・車椅子の人も地域行事へ参加してもらったら？
→★コロナ以降他施設でも地域行事への参加はあまりない様子。
　★地元の行事も減ってきている
　★面会も時間制限や部屋まで面会に行かず行われる施設が多い

身体拘束・・・言葉の使い方、言い回し
★ちょっと待って→はーいわかりました
★難聴の方→ボディランゲージ　等で工夫
　なぜそのような行動をとるのか？行動を分析、アセスメント行う。

災害対策・・・BCPに従って対応。
避難訓練として2Fの人を1Fに降ろすのに階段にレール板つけて
スロープに出来る様にしている施設もある。
リスクを100％回避することは難しい。
●令和8年4月～食費、光熱費の価格引き上げ予定のご報告

●第103回運営推進会議は令和8年月4月末日開催

	　





内容









次回
	

	
	



